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文化財総合的把握モデル事業の概要



１．歴史文化基本構想の構成

(1)構想の概要（目的、位置づけ）

(2)文化財類型調査（文化財のリスト化）

(3)関連文化財群（奄美群島遺産）の抽出と情報整理

(4)奄美群島における関連文化財群等の広域的保存活
用に向けた基本構想

(5)３市町村における関連文化財群の保存活用計画



２．構想の概要
①文化財類型調査

【構想に定める内容】

○奄美群島の歴史文化の特徴

○奄美群島における文化財の抽出基準と分類方法

○リストの構成とデータの整理方法

○リスト及び個票の属性及び表示例

○未整理の文化財情報に関する今後の作業方針

○関連文化財群以外の文化財の取扱い方針

★本事業の最重要項目の一つ。

★将来的な群島全体での活用を見据えたフォーマットに留意。

★情報整理が不十分な分野等では今後の作業方針を明記。（追加修正が出
来る仕組みを検討）



②関連文化財群の抽出と情報整理

【構想に定める内容】

○奄美群島における関連文化財群（奄美群島遺産）の抽出

○各関連文化財群（奄美群島遺産）のストーリーと構成資産に関
する情報整理

★奄美群島の文化的特徴を踏まえて、関連文化財群を①歴史遺産、 ②生活遺産、
③集落遺産の３つの重点テーマから抽出。

★関連文化財群については、将来的に「奄美群島遺産」として登録・認定を想定。

①歴史遺産：歴史上の時代ごとに、奄美群島の社会的役割や特徴的な事象との関連性を有す

る特徴的な文化財群

②生活遺産：奄美群島における島民の暮らしの中に深く刻み込まれ、継承されてきた、人と

自然との濃密な関係を有する特徴的な文化財群

③集落遺産：特徴的な空間構造・認識、年中行事、伝承・芸能、景観要素等を共有し、継承

している集落を、ひとつの関連性を有する文化財群として捉える。



関連文化財群毎の取りまとめイメージ

ストーリー

構成資産

関連文化財群

資産分布

保存活用上の問題点・課題

今後の取組方針



③奄美群島における関連文化財群等の広域的保存活
用に向けた基本構想

【構想に定める内容】
○群島全体での広域的な歴史文化のしまづくりに向けて（将来ﾋﾞｼﾞｮﾝ案）
○関連文化財群を活かしたパイロット事業の展開方針（案）

→奄美群島文化財総合データベースの整備、奄美群島遺産の登録認定システム等

○広域的文化財行政システムの確立に向けた行政機関連携の仕組み（案）

④３市町村における関連文化財群の保存活用計画

【構想に定める内容】
①各市町村における関連遺産群の分布と構成
②各市町村における歴史文化のまちづくりに向けた基本方針
③関連遺産群を構成する各文化財に対する保存整備計画
④関連遺産群の活用に向けた周辺環境の整備計画
⑤歴史文化保存活用区域の設定と事業の推進方策



３．歴史文化保存活用区域

【設定の考え方】
○歴史遺産や生活遺産に関連する主要な遺産要素を複合的に有している区域
○遺産要素と周辺環境とが一体となって独特の景観や風致を醸し出している区域
○住民の生活、生業、風俗慣習の中で固有の遺産要素が現在まで引き継がれている区域

以下の考え方で選定された「集落遺産」について歴史文化保存活用区域の設定し、
それぞれの保存・活用方策を検討




